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おめでとうございます 
 先月17日(日)、おやじの会の門松づくりが実施さ

れました。新生徒会役員も参加し、ミニ門松を手に新

年を迎えることができました。毎年のことですが、立

派な門松を設置いただき、感謝しつつおやじの会の皆

様の子供たちの成長を願う熱い思いを感じることでし

た。昨年の保護者の皆様の本校教育活動へのご理解ご

協力に感謝しつつ今年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、令和6年の干支は辰です。辰年は、陽の気が

動いて万物が振動するので、活力旺盛になって大きく

成長し、形がととのう年だといわれています。また、

辰は、竜・龍とも書き、十二支の中で唯一空想上の生

き物で、権力や隆盛の象徴であることから、出世や権

力に大きく関わる年といわれてい

ます。新年早々、能登地震や航空

機事故など、心が痛む大変な年明

けとなりましたが、世の中がより

よく変化することを祈りつつ、上

り龍のごとく北中生も学力向上、

人間力向上の年になってほしいと願います。 

 この3学期、3年生は勝負の時を迎えます。自分の

目標に挑戦しつつ、中学校3か年間の総仕上げとして

有終の美を飾るよう生活してください。また、1，2年

生にとって3学期は、来年度の 0学期です。2年生は

来年度の北中のリーダーとしての成長が望まれます。

3年生が安心して卒業できるように、一日一日自分が

北中のリーダーとしてふさわしい言動ができているの

か自問しながら生活しましょう。1年生も後3か月す

れば先輩です。新入生の手本として北中生としてどう

行動すればよいのか身をもって示せるように成長しま

しょう。 

【2学期の0運動達成学級】 

３年４組 ３年５組 ３年６組 
 ２学期の終業式日に生徒会生活部が、上記の３年生

３クラスを表彰しました。２学期の長丁場で０運動が

達成できたことは素晴らしいことだと思います。 

残念ながら、１日だけできずにパーフェクトを逃し

た学級も、３年生に２クラス、２年生に５クラスあり

ます。継続は力なりです。この３学期、０運動を達成

できる学級が増え、１年の良い締めくくりができるこ

とを期待しています。 

２学期の学校評価より（その２） 

 共通実践事項の中に、参考になりそうなご意見があ

りましたので紹介します。 

○ 知（学習面） 

・ 先輩たちの進路の話を聞き、自分はどこの高校

へ行きたいか、中学校生活をどういう行動をすれ

ばいいのか話をした。 

・ 本人の希望をよく聞く。常に会話を心がける。

ハグをするなど思春期の落ち着かない年頃でな

くても子供に対する愛情表現は大事です。 

○ 徳（生活面） 

・ 自治会の行事に親が参加すると子供たちも楽

しみに参加してくれます。 部活に重ならない時

は積極的に参加しています。 

・ 早寝早起き朝ごはんはしっかりできた。スマホ

を触る時間を決めて、遅くまで起きていることが

なかった。 

○ 体（健康・安全面） 

・ 寝室でのゲームや YouTube 等は最初から徹

底して見せていないのでそれが普通になってい

る。子供だけではなく親の自分も時間制限を決め

る。子は親をみて育つので。 

・ スマホは1日1時間、夜9時以降はシャット

ダウンの制限設定をスマホにかけた。 

 スマホの取扱いに苦労されているご意見が多くあり

ました。家庭のルールを守らせることに苦労されるケ

ースも多いようです。上の例のように、利用制限を設

定することも良い方法のではないでしょうか。 

意見・要望 
保護者のご意見ご要望に回答します。全てにご回答

できませんし、内容も簡略化しましたので、ご了承く

ださい。 

Ｑ テスト後の訂正について、全ての生徒を平等にす

るためにという理由で、出来た生徒も出来なかった

生徒も同じように訂正をさせている教科がありま

す。 しっかりと勉強して良い結果を出した生徒

と、勉強をせずに良い結果を出せなかった生徒が、

同じ訂正をすることが平等とは、全く言えないので

はないでしょうか。  

仕上げの 3 学期、昨日の自分より日々成長する毎日を。 



Ａ 職員に確認したところ、テスト後の訂正ではなく、

テスト後の振返りとして全ての生徒に取り組ませてい

る教科はありました。定着を図る意味でも効果がある

ということですので、ご理解ください。 

Ｑ 時々子どもから先生への不満を聞くことがあり

ます。時間もなく大変だとは思いますが、丁寧に

説明していただければ納得できたと思うところも

ありました。 

Ａ その他、職員の指導する内容ではなく、指導す

る言葉に対するご意見がいくつかありました。２

学期末の職員会議で、職員には「厳しい叱責が必

要な事例もあるかもしれませんが、必要以上に怒

鳴ることは、子どもの思考を止めます。言葉をシ

ャットダウンする状況をつくってしまえば、何も

指導は入りません。大きな声を上げることがあっ

たとしても、すぐに冷静な言葉で、『何が悪かった

のか』『どうすればよいのか』生徒自身に考えさせ

てください」と指導してあります。匿名のご意見

でしたので、個別に回答することができません

が、心配に思われることがありましたら、直接学

校へご相談ください。 

Ｑ 部活が朝練、夕方練とあるため、体力回復のた

めの早寝早起きは必須で宿題やテスト勉強をする

時間をどう取ればいいかと思っています。 

Ａ 部活動は強制ではありません。体調が悪い時に

は休養すべきですし、休んで体調を整えることも

練習のうちです。子どもがきついようでしたら、

顧問へご相談ください。 

Ｑ 部活が終わり下校する時に、ミーティングが遅

く時間ギリギリで、ダッシュで出るようです。自

転車通学生はカバンを巻き付けるなど、準備があ

るので、余裕をもってどの部活も終わるようにお

願いします。 

Ａ 以前も同じ意見をいただきました。職員全体で

確認したのですが、徹底されていないようなの

で、再度指導しました。 

Ｑ 副担の先生がロッカーに置いている教科書を勝

手に持って行き返してくれない事が多々あるそう

です。 

Ａ 職員へ確認したところ、置き勉調べで、持って

帰るべき教科書を残していた場合、職員室で預か

ることはあるようです。生徒が取りに来れば、指

導した上ですぐに返しているようです。なかなか

来なければ職員から声をかけると思いますが、自

分から取りに行くようにお声かけください。 

Ｑ 環境温度に合わせた、体育祭の実施時期を検討

している学校もあるので、検討して欲しいです。

お願いします。 

Ａ 来年度の教育課程編成の中で、１学期の実施や

２学期後半の実施など検討しましたが、新人戦や

修学旅行等、他の行事との兼ね合いで変更が難し 

 い状況です。６，７月実施にしても暑さに慣れない

中、熱中症が出ている例がありますので、熱中症対

策を講じながら実施するしかないと考えています。

来年度も今年度並みの日程で、熱中症対策を工夫し

ながら実施する予定ですので、ご理解ください。 

Ｑ 体育大会の時の先生方の服装がとても気になりま

した。放送や文書等で授業の一環でやっているとい

うことを繰り返し言われ、保護者が安易に話しかけ

ないよう注意されていたことには納得できます。し

かし、複数の先生方がサングラスを装用し、表情も

よく読み取れない格好で生徒に話しかけていまし

た。普段の授業でもサングラスを着用されるのです

か？もし、そうであったら、直ちに辞めて頂きたい

です。 

Ａ 体育科の職員は、日中何時間も屋外で活動しま

す。昔に比べれば、日差しが強くなっていることは

確実です。私自身、朝３０分登校指導しているだけ

でも、目の疲れを感じます。体育大会の服装につい

ては、生徒にシャツをズボンに入れるように指導し

ていますので、職員もポロシャツなどはズボンに入

れるように気を付けています。その意味で、職員の

体育大会の身なりは、だらしなくないと自負してお

ります。中体連の野球競技でも、眼に障害がある生

徒はサングラスの着用が認められていますので、学

校教育上も同じだと考えています。医療機関の診断

の上、配慮が必要な場合には対応しますので、申し

出てください。 

Ｑ 生徒総会で服装について話し合われたこと、その

結果について、子どもと一緒に確認しました。自分

たちで考えたルールだからしっかりと守っていける

といいねと話したところでした。自分たちのことは

自分でという意欲付けにもつながる取り組みで、い

いなと思います。 

Ａ ありがとうございます。学校の主役は生徒ですか

ら、子どもたち自身が当事者意識を持って取り組む

ことが大切だと思います。今後も子ども達の声を生

かしていきたいと思いますので、やる気を引き出す

家庭での声掛けも、よろしくお願いいたします。 

１月の一事徹底 
思いやりのある発言 

～言葉にする前に相手のことを考えよう～ 

今年度最後の学期が始まる1月は、みんなが気持ち

よくスタートできるように上の目標に決めました。今

の学級の仲間と共に過ごす時間も後 3ヶ月です。冷た

い言葉より温かい言葉、チクチク言葉よりふわふわ言

葉、言葉一つで人は不幸にも幸福

にもなれます。令和5年度の良い

締めくくりができるように、自分

の言葉を見直し、思いやり力を高

める１月にしましょう。 

病治療報告書未提出のご家庭は、早めの報告を！ 


